
ステップ バイ ステップ

パーツリスト

海上自衛隊支援船（260トン型曳船）を組み立てる

1-1  船体（YT67）

1-14  台座×２

1-13  支柱×２

1-12  浮き輪×６
1-9  手すり1×２

手すり3×２ 1-11

1-10  
手すり2×２

アンテナ×２ 1- 5

1-7  ハンドル2×２
1- 6  ハンドル1×２

1- 4  マスト2×２

1- 3  マスト1×２

放水器×４ 1- 8

1-2  船体（YT68）

海上自衛隊支援船（260トン型曳船）を組み立てる

アイコンの見方

接着剤を使用する場所を示して
います。パーツの部材に適した
接着剤はそのつどご案内します。

付属のネジを使って
ネジ留めする場所を
示しています。

禁止事項や気を
つけるポイントを
示しています。

工具の特徴やその使い方、
組み立てのコツをワンポイ
ントで解説しています。

□ 模型用ニッパー　ランナー入りのパーツを切り出すのに使用します。

□ ABS用接着剤　ABS素材のパーツ同士を接着するのに使用します。

□ 万能接着剤　金属パーツの接着に使用します。

□ 油性ペン（赤）　パーツの色を補完するのに使用します。

□ フラットノーズプライヤー、ベンディングプライヤー（ラジオペンチのギザのないもの）
エッチングパーツを曲げるのに使用します。

組み立てには、下記の道具と材料が必要になります。作業を始める前に準備しておきましょう。使用する道具

曳船（260t）を２隻組み立てる。
エッチングパーツの取り扱いに注
意して進めよう。
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はめ込みが緩い場合
は、 1- 5  の赤色の

位置にABS用接着剤を少量
塗布してからはめ込みましょう。

はめ込みが緩い場合
は、 1- 6  の赤色の

位置にABS用接着剤を少量
塗布してからはめ込みましょう。

はめ込みが緩い場合
は、 1- 4  の赤色の

位置にABS用接着剤を少量
塗布してからはめ込みましょう。

はめ込みが緩い場合
は、 1-7  の赤色の

位置にABS用接着剤を少量
塗布してからはめ込みましょう。

はめ込 み
が 緩い場

合は、 1- 8  の基
部にABS用接着剤
を少量塗布してから
はめ込みましょう。

❶

❸

曳船を組み立てる1

❶ 模型用ニッパーを使用してランナーの赤破線の位置から 1- 3  マスト１、 
1- 4  マスト２、 1- 5  アンテナ、 1- 6  ハンドル１、 1-7  ハンドル２、 1- 8  

放水器を切り出す。

❸ 写真の位置に 1- 8  放水器を
ふたつはめ込む。

❷ 写真の位置に 1- 5  アンテナを
はめ込む。

❹ 写真の位置に 1- 6  ハンドル１を
はめ込む。

❻ 写真の位置に 1- 4  マスト2をはめ込む。❺ 写真の位置に 1-7  ハンドル2を
はめ込む。

ランナーから切り出したまま
の 1- 8  は一部がグレー

になっています。気になる場合は赤
色の油性ペンで色を塗りましょう。

❷

❹

❻❺

1- 5  アンテナアンテナ

1- 5  アンテナ

1-7  ハンドル2ハンドル2

1-1  船体（YT67）

1- 8  放水器

1- 6  ハンドル1ハンドル1

1- 6  ハンドル1

1-7  ハンドル2

1- 4  マスト2マスト2

1- 4  マスト2

1- 3  マスト1マスト11- 8   放水器放水器
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はめ込みが緩い場合
は、 1- 9  の赤色の

位置にABS用接着剤を少量
塗布してからはめ込みましょう。

はめ込みが緩い場合
は、 1-11  の赤色の

位置にABS用接着剤を少量
塗布してからはめ込みましょう。

はめ込みが
緩 い 場 合

は、 1- 3  の赤色の
位置にABS用接着
剤を少量塗布してか
らはめ込みましょう。

はめ込みが
緩 い 場 合

は、 1-10  の赤色の
位置にABS用接着
剤を少量塗布してか
らはめ込みましょう。

海上自衛隊支援船（260トン型曳船）を組み立てる

❼

❾

❼ 写真の位置に 1- 3  マスト１をはめ込む。

❾ 切り取った 1- 9  を写真の緑線の位置で谷折りし、 1-1  
船体（YT67）の写真の位置にはめ込む。

はめ込んだ 1- 9  を真上から見た写真（オレンジ
色破線部分）。エッジングパーツを曲げる角度を確
認しよう。

❽ ランナーの赤破線の
位置から、 1- 9  手すり１、 
1-10  手すり２、 1-11  

手すり３を切り取る。写真
のようにパーツを上下に動
かしてゲートを切り取る。

●11  切り取った 1-11  を 1-1  船体
（YT67）の写真の位置にはめ込む。

➓ 切り取った 1-10  
を写真の緑破線の位
置で谷折りし、 1-1  
船体（YT67）の写真
の位置にはめ込む。

切り取る際に、パー
ツが曲がってしまわな

いように慎重に行いましょう。

 1- 9  1-10  1-11  
はそれぞれ２個ずつ

あります。なくさないように
注意しましょう。

1-10  を曲げる際には 1- 9  同様
フラットノーズプライヤーやラジオペ

ンチ（ギザのないもの）を使用してください。
また取り付けの際にピンセットを使う場合に
は、先端にマスキングテープを貼っておくと
塗装がはがれるのを防ぐことができます。

❽

➓

エッチングパーツは、フラットノーズ
プライヤー、ベンディングプライヤー

や、ラジオペンチ（ギザのないもの）を使用
すると綺麗に曲げられ
ます。塗装が剥げてし
まう場合があるので、
ラジオペンチ等の先
端にマスキングテープ
などを貼っておくと塗
装がはがれるのを防ぐ
ことができます。
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1-10  手すり2手すり2

1-10  手すり2手すり2

1-11  手すり3手すり3

1- 9  手すり1手すり1

1- 9  手すり1手すり1

1- 3  マスト1

1- 9

1- 9

1-10

1-11  手すり3
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完成!

海上自衛隊支援船（260トン型曳船）を組み立てる

1-12  が 落ち
やすい場合は、

1-12  の中央の突起に
万能接着剤を少量塗布
してからセットしましょう。

●12  1-12  浮き輪を３個
ランナーから緑色の破
線の位置で切り出して、
中央のピンを斜め奥に
押し込み、 1- 9  手すり
の写真の位置に引っ掛
けるようにセットする。

●14  1-14  台座に 1-13  
支柱を写真のようにセッ
トする。

●15  ●14で組み立てた支
柱に、●13で組み立て
た船体を写真のように
セットする。

●13  切り出した 1-12  は船体の左側に２個、右側に１個写真のように
セットする。
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14 15

13
パーツを切り出す
際は 1- 9  1-10  

1-11  と同様にパーツを上
下させてゲートからはずしま
しょう。小さいパーツです
のでなくさないように注意
しましょう。

1-1  船体（YT67）と 1-2  船体（YT68）
で、同様の作業を２回行い、曳船（260t）を
２隻完成させる。完成した曳船は、「いずも」
完成までディスプレイしておこう。

1-12  浮き輪

1-13  支柱

1-13  支柱
●13で組み立てた船体

1-14  台座

1-12
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